
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

　保護者の95％が肯定的評価を示した「社会の形

成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育

の推進」に対し、児童の肯定的評価は60％にとど

まった。これを受け、児童会活動をさらに活性化

し、児童が学級・学校運営に参加する機会を増や

していくことで、主体的な活動を価値づけしてい

きたい。また、地域との連携をさらに深め、地域

の特色を学び、身近な地域課題に取り組む機会を

作ることで、これまで培った開かれた学校づくり

をさらに充実させていきたい。

令和６年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組ん

でいると思いますか。

　学校教育目標の一つである「豊かな心と健やか

な体を育む教育の推進」について、保護者の

91％、児童の87％が肯定的評価を示している。昨

年度の「道徳・心の教育の充実」と比較し評価が

向上している。また、「自ら学びに向かう力を育

む教育の推進」では、保護者の97％が肯定的評価

を示した一方、児童の肯定的評価は75％にとど

まった。これを受け、児童が「やってみたい」と

自ら取り組みたくなるような課題を工夫し、自ら

テーマを選び、調査・発表を行う学習をさらに充

実していきたい。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進


学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共に

学び合っていると思いますか。

　「こども一人一人を尊重した教育の推進」につ

いて、保護者の90％、児童の85％が肯定的評価を

示した。昨年度の「学校の支援体制」と比較して

も保護者の理解は向上している。一方で、10％の

児童は十分な支援を受けていないと感じている。

原因として、効果的な支援不足や職員数の不足が

考えられる。まずは児童の実態を把握し、ニーズ

に応じた支援やクラス内での協力・助け合いを促

す活動を充実させていきたい。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の学

びに生かすような授業ができていると思いますか。

　「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実」について、保護者の85％、児童の81％が肯定

的評価を示したが、一部の児童は否定的な評価を

している。これを受け、児童自らが学びを選択す

るなど多様な学び方を提供し、児童が主体的に学

びを選択する経験を積む機会を作りたい。また、

授業外でも対話の時間を設け、日常的に意見を交

換する習慣を育てることで、話す楽しさを味わわ

せていきたい。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ
教育の推進
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（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進め

ていると思いますか。

　「最適な教育環境の整備」の安全教育について

は、保護者98％、児童94％が肯定的評価を示し、

家庭や地域との連携も保護者93％、児童89％が肯

定的評価を得ている。昨年度と比較して評価が向

上しており、今後も子どもの安全を守る環境整備

を進め、子ども自身が安全な行動を考え、判断

し、実行できるよう指導していきたい。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

　「こどもの最善の利益を守る環境づくり」につ

いて、保護者の91％が肯定的評価を示した一方、

児童の肯定的評価は69％にとどまっており、児童

の一部は意見を言えたり相談したりすることがで

きていないと感じている。その原因として教育相

談の充実不足や児童会などの意見交換の場の不足

が考えられる。今後は、相談しやすい環境づくり

や意見交換の場の充実、相談窓口の設置を図って

いきたい。

〇「豊かな心と健やかな体を育む教育の推進」及び「最適な教育環境の整備（安全教育）」については、高評価を維持あるいは向上がみられ、引き続き取り組みの充実

を図りたい。

〇全体の評価項目を関連させて見えてきた課題は、主として①主体性: 児童が自ら考え、行動する力を育むこと。②対話: 意見交換や相談がしやすい環境を整えること。

③多様性: 多様な学び方や活動を提供し、児童の個々のニーズに応じた支援を行うことの3点であると考えられる。

〇この課題を解決する来年度の具体的な取り組みについては、以下のことを充実させることを考えている。

【1】児童会、学級活動の活性化:児童が学級・学校運営に参加する機会を増やし、主体的な活動を評価していく。また、授業外でも対話の時間を設け意見交換の習慣を

育てる。

【2】多様な学び方の提供：プロジェクト学習や学び方を選択できる授業などを導入し、児童が主体的に学びを選択する経験を積む機会を増やしてく。

【3】相談しやすい環境づくり：相談窓口の設置や教育相談のさらなる充実を図り、児童が安心して意見を言える環境を整える。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

〇アンケート結果より、先生と保護者が同じ思いを持って子どもたちに接していることがよく分かった。

〇子どもたちの授業の様子を見て、のびのびと発言している一方で、先生の問いかけや意図にきちんと対応しており、成長の姿が見られた。

〇学校だけで学べないことを地域と連携して学ぶ取り組みはとても良い。

〇子どもたちが、困ったときに相談する先生を選べる仕組みは大変よいアイデアである。今後に期待したい。

□小規模校の悩みとして、対話の機会が限られ、多様的な学びの機会が少ない。タブレット等を利用し、子どもたちの人間関係や対話の相手を広げ、世界を広げる取り

組みをしてほしい。

□子どもたちの対話力や人前で話す力をつけるために、低学年のうちから好きな本や関心のある事柄について、1分間スピーチなどの取り組みを充実させてほしい。

□主体的に学ぶことは、課題解決力の中でもとても大事なこと。課題について、自分が好きなことであれば、自ら考え行動する力がつくので、そのような活動を期待し

ている。（自分のおすすめの本の紹介など）

□コロナが収束し、隣にある保育園と小学校のよさを生かし、先生たちの負担にならない連携を作っていければと思う。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て
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